
  「正倉院に伝わる秘密の厨子」   （「奈良・人と自然の会」）      

             H30．12.4  鈴木 浩 

１．正倉院宝物 

 ・正倉院宝物中最重要なもの。厨子そのものは、蘇芳（黒色を帯びた赤色）にそめて透き漆をか

けたケヤキの板を用いる古璞なもの。756年の東大寺献物帳（国家珍宝帳）に、同年聖武天皇

の七七回忌に際し、孝謙女帝がこの品を東大寺大仏に献ずるまで、伝領されてきたことが判明

する。 

 ・珍宝帳にこの厨子は天武天皇以来、元明天皇を除く歴代の天皇によって伝世されてきたことが

記されている。これを天武・持統天皇の皇位継承の印しとすると言われるが、何故か元明天皇

だけが介在していない。 

 

２．元正天皇の役割 

 ・氷高皇女は 36歳で独身のまま即位した。当時、17歳前後で結婚する時代にあって異例であっ

た。それは氷高皇女が将来即位する可能性があると考え、結婚適齢期の 17歳の頃は、持統 10

年（696）でまさに持統が孫の軽皇子（氷高の弟、のちの文武天皇）に譲位しようとしている

時だった。 

・病弱な軽皇子の後継者の後ろ盾として即位させるべく、氷高を確保していた。一種の皇太子的

な立場に据えられていた。氷高皇女が独身を守ったのは大きな政治的要請が働いていた。 

 

３．母子？元正と聖武 

 ・氷高を聖武の母とする史料が存在している。「興福寺流記」には、東金堂を聖武が元正の為に

建立するに際し「神母」と称している。神母は則天武后が「聖母神皇」の尊号を有していたこ

とが影響していただろう。 

 ・即位した聖武天皇の詔に、元正が聖武に皇位を譲ろうとする言葉に、「朕が子天皇」や元正自

らを「中つ天皇」と表現している。また、元明の詔には元明の子・文武天皇をさし「朕が子天

皇」という表現があり、これを踏襲したものと思われる。 

 

４．元正天皇即位の背景 

 ・元正の弟・文武天皇の夫人の宮子が、首皇子を生んで以来精神疾患を患い、わが子首皇子に会

うこともない状況に陥る。その上宮子は制度上皇后となることができず、首皇子の養母として

元正は」、結果的に文武天皇の后妃的な立場に立たされたのだろう。 

 ・首皇子の養母である氷高を即位させることによって、名実ともに聖武の母となった。 

 

５．赤漆文灌木厨子の意義 

 ・文武の所持していた厨子は、その后妃に擬された元正に伝えられ、それを父の調度として、母

である元正が聖武に授けたとみられる。まさに天武直系皇統のシンボルとなり、聖武の七七回

忌に孝謙が大仏への奉献は、永世保存を願う光明の想いであった。 

 ・聖武の遺召で道祖王が皇太子に立っていたが、もはや天武直系皇統は絶えたと感じ手離した。

この厨子は大破していたが明治 25年に修理し、現在の姿に復元された。 
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